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東京の観光振興を考える有識者会議（第２回） 

 

平成 28年 5月 11日 
 

                                   

【坂本観光部長】  

お揃いになりましたので、これより、第２回目の「東京の観光振興を考える

有識者会議」を開会したいと思います。本日は、ご多忙の中、ご出席を賜りま

して、誠にありがとうございます。私は、事務局を務めさせていただきます、

東京都産業労働局観光部長の坂本でございます。何卒よろしくお願いいたしま

す。 

議事に入りますまで、しばらくの間、進行役を務めさせていただきます。初

めに、本日の委員の皆様方の出欠の状況について、ご報告をさせていただきた

いと思います。 

本日は、委員 15 名の内、11 名の皆様方にご出席を頂戴しております。石井

委員、細野委員、矢ケ崎委員、山田委員、こちらの４名は、所用のためご欠席

と相なってございます。なお、石井委員からは、本日の議題に関してコメント

を頂戴してございます。後ほど、本保座長から、そのポイントについてご紹介

を頂戴する予定となってございます。 

引き続きまして、お手元にお配りをしてございます、資料の確認をさせてい

ただければと思います。お手元には、まず、「議事次第」、「座席表」、「資料１（委

員名簿）」、「資料２（「東京都観光産業振興アクションプログラム 2017（素案）」

の概要）」、「資料３（「同アクションプログラム 2017（素案）の論点とポイント」）、

引き続きまして、「資料４（同アクションプログラム 2017（素案）（案）」、こち

らは、まだ「案」という形をさらにその上につけさせていただいております。

さらには、「参考資料（観光を取り巻く現状）」、そして、本日プレゼンテーショ

ンを頂戴いたしますが、矢内委員、澤田委員からご提出をいただきました資料、

そして、先ほど申し上げた石井委員からのコメント、さらには、生活文化局か

らの提出資料、こちらの方をお配りしてございます。ご確認のほど、何卒よろ

しくお願いいたします。 

それでは、この後の議事の進行につきましては、本保座長にお願いをしたい

と思います。よろしくお願いいたします。 

【本保座長】 

それでは、第２回の会議を開催したいと思います。今ご説明がありましたよ

うに、本日の主たるテーマは、一つは、ご提示いただいてますアクションプロ

グラムの素案についての審議でございます。それからもう１点は、２点テーマ
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を取り上げての議論になりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、議事に先立ちまして、事務局から、「東京都観光産業振興アクショ

ンプログラム 2017（素案）」について、ご説明をいただきたいと思います。資

料につきましては、事前に、委員の皆様にご覧いただいてると思いますので、

ポイントを絞って、簡潔な説明をお願いしたいと思います。 

【坂本観光部長】 

はい、かしこまりました。それでは、事務局の私、観光部長の坂本から、「資

料２」と「資料３」というＡ４、Ａ３の横の紙２枚、こちらを中心に、手短に

今回の「アクションプログラム 2017（素案）」の概要について、ご説明をさせ

ていただければと思います。こちらの「資料２」をご覧いただきますと、青い

網掛けをしてある五つのパート、こちらの方がございますが、全体の構成は、

この五つに分かれているということでございます。 

左の上から最初に、「策定の意義」。これが、本体冊子「資料４」ございます

が、こちらの１ページから続くという部分でございます。内容といたしまして

は、基本的な考え方とスケジュール、あと、目標について触れさせていただい

ております。 

最初の「基本的な考え方」ですが、観光産業の意義、これは、重要性という

ことになります。さらには、そういう観光産業、観光を巡る環境の変化でござ

います。これは、外国人旅行者の急増などに象徴されるものでございます。さ

らには、冊子といたしまして、このアクションプログラムの冊子としての位置

づけは、中長期的な視点に立って、総合的かつ体系的な施策の展開、こういっ

たことが必要であるからこそ、これを策定する意義があるんだという、そうい

った締めくくりとしてございます。 

その次の「スケジュール」でございますが、今日お示ししてございます、こ

の素案の案でございますが、５月の下旬には、素案の案の二つ目の「案」が取

れまして確定版になり、内容的には今後の取組の方向性という大きな方向性を

指し示すというような内容になります。 

続きまして、中間のまとめを、今年の 11 月を目途に取りまとめまして、年

度内、年明けとなろうかと思いますが、最終的な確定版を、パブリックコメン

トなどを集約した形で、世に問うということを考えてございます。 

そして、三つ目の「目標のあり方」なんですが、これは、やはり、観光産業

の振興の一つの根幹的な部分にもなります。観光振興を行うにあたって、どの

ような目標で取組を進めていくべきかというところ、こういったものを検討し

ていくべきという問題意識を披瀝（ひれき）させていただいているところでご

ざいます。 

引き続きまして、二つ目のパートなんですが、「観光を巡る具体的な現状」と
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いうことで、これは、もう皆様方、いろんな形で、だいたい最大公約数的に共

有できているような部分だろうと思いますが、一回整理をさせていただいた内

容が、本体冊子４ページから 10 ページまで続くような内容となってございま

す。内容的には、やはり、外国人旅行者が、この 10 年間では訪都ベースでも

２倍になってますとか、消費もそれにつられて拡大して、今や 7,850 億円とい

うお金が消費に投じられるという状況。さらには、それに応じて、宿泊施設の

稼働も約８割という、非常にフル稼働に近い水準までに上がっているという話。

さらには、最近の ICT 化の進展に伴いまして、やはり、外国人旅行者、ガイド

ブックという紙媒体ではなくて、情報収集のあり方が ICT 化、こういう中で変

化を遂げているということ。さらには、都内といっても非常にエリアが広うご

ざいますので、区部だけではなくて、やはり、多摩や島しょ部への送客の必要

性が次第に高まっているということ。そして一番下に、「観光都市東京としての

ステータス」ということになりますが、民間のランキングづけでも、やはり、

観光都市という点では、まだまだ上に行く余地があろうというような、そうい

うような現状が我々の周りにはあるんだ、というようなことをまとめさせてい

ただいております。さらには、次の「四角の３」は、若干小さいくくりになり

ますが、「これまでの取組」ということで、都の政策としては、概ね外国人旅行

者の誘致。さらには、観光資源の開発や、来ていただいた外国人の方を含めた

消費拡大をどうしたらいいかなど。これ以外に、MICE のような内容、こうい

ったことを盛り込ませていただいております。 

そして、いよいよこれからが、今後ということになるんですが、右の上の方

に移りまして、「四つの重要な視点」という形で、新たな取組の視点を 14 ペー

ジ以下２ページほどでまとめさせていただいてございます。 

一つは、視点のトップには、観光の一大産業化という視点を据えさせていた

だいております。やはり、産業としての観光が効率化、さらには、利便性の向

上にどうつなげていって発展を遂げるのか。さらには、その担い手をどうする

のかという視点です。二つ目が、将来を見据えて、これまでにない新たな視点

から観光資源をどう開発していったらいいのかというような部分も設定させて

いただきました。さらに三つ目が、今、私ども、東京ブランドという形で、今

日も会場の壁に、「＆TOKYO」のロゴ・キャッチコピーを貼らしていただいて

ますが、こういうものを媒体として魅力の発信を行い、さらには海外から効果

的な誘致活動を行う必要性があろう、というような問題意識を視点の三つ目と

して設定しておりまして、最後には、「受入環境の充実」ということで先ほども

触れましたが、ICT 化の進展に伴いまして、やはり、受け入れという点では、

ハード面での対応も必要ですし、もてなしという切り口からいきますと、ソフ

ト面でも、そういう環境のレベルアップが必要だという、そういったような視
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点がここで設定されております。 

それで、こういった視点に基づきまして、どういうことを取組の方向性とし

てやっていくのかというのが、５番目になりますが、ここの内容は、概ね「資

料３」と重なりますので、「資料３」の次のＡ３の横のペーパーをお目通しいた

だきたいと思います。取組の方向性の前にですね、このペーパーの左上に「目

標設定の多様化」ということで、いわゆるどういう目標を設定していくのか。

これは去る３月 30 日、国の方でも観光に関するビジョンが出てますが、やは

り、目標の多様化が進んでおります。やはり、消費とかリピーターをどう捉え

るかという、そういったところで目標の設定を行っている。これを今回、我々

もどのように考えていくべきかと。 

まあ、今回、この素案の中では、目標の値そのものは出さないので、中間の

まとめの段階で提示ができればというような、そういった一つ論点がここで示

してあるところでございます。さらには、先ほど申し上げた取組の視点が四つ

ございますが、こういう取組ですべてが網羅しきれているか、さらには、そう

いう視座の置き方が適切なのかというのが一つポイントになろうと思っており

ます。 

そして、いよいよ取組の方向性、ちょっと六つなので駆け足になりますけれ

ども。一つは、先ほどの、観光の一大産業化に重なりますが、消費の拡大に向

けた観光経営という、そういう着眼点になります。課題といたしまして、この

赤字のところに象徴されますが、やはり、観光産業という泊まる場所の旅館を

含めていろいろな産業がございまして、その生産性をどう高めて、担い手の人

材をどう育てるかと。それで、方向性としては、やはり、事業者は経営体とし

ての事業者ですから、マーケティングや ICT 化というようなスキル、方法の導

入が必要であろうと。 

人材面でいうと、マネジメントを担う層と、やはり、最前線でサービス提供

の担い手、これを両面から育てていく必要があろうと。さらには３番目、旅館

というものに特に着目した場合、まだまだ稼働率が高くはないですから、この

稼働率向上に向けてブランドの発信とか、あとは地域とのかかわりで旅館をど

う考えるか、ということを述べさせていただきます。さらに二つ目が、観光資

源の開発ですが、こちらは新しい視点でどう進めるか。さらには、多摩と島し

ょ部地域をどうするかという形になってございます。新しい視点というのは、

前回もいろいろ議論を頂戴しておりますが、やはり、一つは水辺、さらには、

石井委員からご提言いただいてるライトアップ、光、さらには、ナイトライフ

という夜のいわゆるエンターテインメント、こういったものが対象になろうと

思います。さらには、大規模な祭りをつくって、集客力を高める。 

さらには、そういうような波及効果が多摩と島しょ部の自然や農林水産業の
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活用の中で誘客にどうつなげていったらいいか、こういったものが一つの方向

性と考えてございます。３番目が、東京ブランドと観光プロモーションの新た

な展開ということでございまして、一つ今回打ち出している右側の方向性には、

いわゆるラグジュアリーといわれている欧米豪から富裕な旅行者層、これをど

う取り込んで訪都に向けた働きかけにつなげていったらいいのか。さらには、

観光のＰＲの手法として、パリやニューヨークのような都市と相互にＰＲ活動

をやったらいいのではないか。さらには、やはり、国内における東京ブランド

の推進ということで、地域の隅々にまで行き渡るようなブランド推進の取組に

どう後押しができるかというような、こういった問題意識から方向性を設定さ

せていただいております。 

次の MICE ですが、こちらの方は、会場となる施設が、やはり、一定のレベ

ルを維持しなければいけない。さらにエリア的には、都内では多摩地域を伸ば

していく余地があろうと思っております。そういう内容を方向性の方でも、施

設の更新や機能を含めた質の向上、さらには、多摩地域での展開、こういうよ

うな方向性として取りまとめてございます。さらには、５番目の外国人旅行者

の受入環境については、やはり、多摩と島しょ部、快適な環境を旅行者にどう

提供できるかという点で考えてございます。方向性といたしましては、例えば、

多摩地域で観光情報センター機能、こういったものをもうちょっと、しっかり

とコアとなるような拠点として設定ができないであろうか。さらには、ボラン

ティアのような集団を使いながら、対面で良質な案内サービスを提供する。そ

のためには、やはり、先駆けとなるリーダーですとか、さらには、障害者が参

加してやってもいいのではないだろうか。こういうような方向性を示してござ

います。 

さらには、三つ目に、熊本の地震もございましたが、やはり、観光していて

も災害も起きますし、緊急事態も起きます。こういった場合の旅行者、特に外

国人に対する安全安心の確保をどう図っていくかがテーマになろうと思います。

そして今話題の一つとして、ホールや劇場の確保、これをどう進めていくかと

いうのが、今日もいろいろご説明を頂戴いたしますが、非常に重要な問題とな

っていますので、これに向けた取組もしっかりとやりたいということをまとめ

させていただいております。 

そして最後に、日本各地と連携した観光振興ということで、東京と東京以外

の各地との連携の強化、これを進めていかないといけないということでござい

ます。これは、広域的自治体としての東京都のみがやるだけではなくて、都内

にも区市町村という基礎的自治体がございますので、そういう基礎的自治体が

姉妹都市、友好都市というような形で、他県の基礎的自治体とどうやって交流

を深めて観光振興に結び付けていったらいいのか、結び付けていくべきであろ
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うと、こういうような方向性を述べさせていただいているということでござい

ます。概ね、これ、冊子としてはですね、お読みとりいただくと 37 ページ、

40 ページ弱の内容となってございまして、論点も含めて、事前にご説明の部分

も含めて、いろいろ問題意識をお持ちいただいて、今日お越しいただいている

ものと思っております。こういう内容を踏まえまして、今日、ご議論、ご審議

を頂戴できれば幸いでございます。何卒よろしくお願いいたします。 

【本保座長】 

はい、どうも、資料説明、ありがとうございました。それでは、知事がご入

室されるまで、少しお待ちをいただきたいと思います。 

すみません、一言申し添え忘れましたけど、アトキンソンさん、今日初めて

ですよね。今日来られていますので、皆さん、よろしくお願いします。 

どうも、知事、ありがとうございます。早速でございますが、一言ごあいさ

ついただいて、よろしいでしょうか。 

【舛添知事】 

はい、じゃあ、座ったままで失礼いたします。 

お忙しい中、また今日ご出席いただきまして、ありがとうございます。前回、

大変有意義で建設的な議論ができたと思って喜んでおります。今回もいろんな

ご意見を賜りますことを期待しております。 

2020 年の外国人旅行者数の目標を政府の方は倍増、つまり 2,000 万人から

4,000 万人ということにさせまして、2030 年には、この 3 倍の 6,000 万人とい

う高い目標を掲げておりますので、東京都としてもですね、この国の積極的な

動きと軌を一にして、頑張って観光振興をやりたいと思っております。 

今日ご検討いただきたいのは、「アクションプログラム 2017」の素案ですが、

これは、年度内の策定に向けて方向性をまとめたものです。 

東京の、観光というものを東京の一大産業に育てていくというためには、新

たな観光資源の開発が特に必要だというふうに思っております。例えば、東京

というのは水の都だということで、水っていうことを強調してますけど、運河、

それから、この港、素晴らしいウオーターフロントを含めて水辺の空間があり

ますので、これも可能性があるというように思っています。 

それから、パリとかロンドン、ニューヨークに比べて夜の町が寂しいなとい

う感じがするので、ライトアップで演出するっていうことも考えています。 

それから、ここにバッチを付けている、この東京ブランドという、この発信

もやっていきたいと。この前、日本の提灯に名前を書いて、「＆TOKYO」とや

ってもらうようなこともやりました。 

今日は、このアクションプログラムの素案に加えましてですね、一つは、ホ

ールと劇場、もう一つは、交通機関について議論をしたいというように思って



 

7 

 

おります。ホール、劇場は改築とか改修、それから、閉鎖が相次いでいて、こ

のハードの箱が足りないというのは、もう各団体がおっしゃっているので、ヒ

アリングをやったりしていますけど、３月には馳文部科学大臣のところにまい

りまして、ちょっといろいろ一緒にやってくれませんかということをお願いし

ました。例えば、学校なんかに立派なホールを備えているところがあるので、

これも使わせてくれるようなことを今お願いしております。 

そして、先ほど、ちょっと夜の町が暗いんじゃないかというようなことがあ

るんですけども、ナイトライフっていうのを少し充実させたい。先ほど言った

ような街っていうのは、先般もニューヨークに行って思って、久しぶりにブロ

ードウエイを通過したら、ああ、やっぱり、この真夜中近くで賑やかだなあと。

ところが、一部の地域を除いて夜の時間帯というのは、東京でエンターテイン

メントがない。これは、パリなんかでも、例えば、晩ご飯を食べて、その後に

芝居を見たり、コンサートを聞ける。逆に芝居やコンサートを夜の早い時間に

見て、９時半とか 10 時に終わったときに、おなかがすいた、食べに行こうと

思うと、たくさんレストランがあって、ここでゆっくり見た芝居とかコンサー

トの評をしながらですね、楽しむと、そういうことができるんですけど、ちょ

っとその両方ともできない。 

だから、例えば、東京に来られる外国の方は、限られた期間来られるわけで

すから、昼間いろんな名所を見て回って、そして、晩ご飯を食べて、ああ、ち

ょっとまだ歌舞伎を見てなかったと。だけど、夜の 10 時から歌舞伎を１時間

で回ってくれるところがあれば非常に喜ばれると思うんです。ちょうど私たち

がパリやニューヨーク、ロンドンに行ったときに逆のことをやりたいと思うの

で、そういうことも一つであります。 

それから、もう一つの交通機関ですけれども、公共交通機関が相当、東京は

進んでいるのですけれども、海外から来て、我々が外国に行ったとき、まず言

葉がわかんない。じゃあ、どういうふうに移動するんですかと。どういうふう

にバスと鉄道を乗り継いで行けば一番いいのかと、こういうことをしっかりや

っていきたいと思っております。 

新宿駅というのは、1 日当たりの利用者の数というのは 358 万人で、これは

世界一のターミナルです。もう私鉄から何から地下鉄からいっぱい入っている

ターミナルなんですね。それから、先月、バスターミナルのバスタ新宿、これ

が開業しましてオープニングに行きましたけれども、鉄道と自動車とのアクセ

スが非常に良くなったということで、今やっているのは、例えば、小田急、京

王、地下鉄、全部サインが、新宿がバラバラだったのを統一しようということ

をやって、新宿モデルができれば全部のターミナルに同じことをやっていこう

と思っています。それから、バリアフリーもまだ十分じゃないので、そういう
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こともやっていく。言葉のバリアフリーもやっていくと。そういう交通機関に

ついての受け入れ機関をしっかりするっていうことが重要でありますので、今

日はお二人の委員の方々に、そういうテーマについて忌憚のないご意見をいた

だきまして、そして、議論をして、これからの東京の観光をさらに進めるため

のヒントを得たいと思ってますので、よろしくお願いします。ありがとうござ

います。 

【本保座長】 

どうもありがとうございました。本日の業務の進め方につきましては、もう

既に知事からお話がありましたが、アクションプログラムの議論をしていただ

いて、二つのテーマ、「ホール・劇場」および「交通機関」について議論をお願

いすると、こういうことになっております。ホール・劇場につきましては、矢

内委員からご説明をいただいた後で、生活文化局長から都における対応につい

てご報告をいただくという段取りになっております。また、交通機関につきま

しては、澤田委員からご説明をいただくことになっておりますので、よろしく

お願いいたします。ご発言をされる際には、卓上のマイクのボタンを押して、

ご発言をお願いしたいと思います。 

それでは今申し上げた順番に従って、まず、アクションプログラムの素案に

つきまして 30 分ほどご議論をいただきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

最初に観光部長からご紹介がありましたように、石井委員が欠席されており

ますが、書面でコメントをいただいていますので、ポイントを紹介させていた

だきたいと思います。お手元に資料がありますので、ご覧いただきながら、お

聞きいただければ、ありがたいと思います。 

四つほどアクションプログラムについて、石井委員からご意見をいただいて

おります。一つ目は、「ライトアップによる演出について」でありまして、「パ

リを参考に」と書いてありますけれども、シンガポールあるいはリヨンといっ

た光に関する「新たな祭り」をつくり上げた先進事例がたくさんあるので、こ

れもきちっと参考にした方がよいとおっしゃっております。 

また併せて戦略的な取組が必要だということで、大きなマスタープランなり

基本的な考え方をきちっと定めた上で、これに基づいて個々のアクションを積

み上げるべきだと、前回のプレゼンでもおっしゃってましたが、このことを強

調されております。 

二つ目に、水辺の賑わいや「祭りの創出」、「多摩・島しょ地域の観光支援強

化」につきましてですが、これについても光の演出を活用するのがよいのでは

ないかというご提案をされています。光の演出を活用することで、夜におよぶ

ということで宿泊飲食、こういうものに相乗効果が期待できるというポイント
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であったと思います。 

また同じように、新しい祭りをつくることにつきましても、夜間プログラム

を活用して、光を活用していく。そのうえで多摩地域にも展開していくのが効

果的ではないかと、こういうようなご意見をいただいております。 

最後に、水辺にも関連してまいりますが、河川や湾岸を使って「拡張現実」、

ＡＲの技術とかアニメを用いた、例えば、日本のアーティストによるデジタル

アートとしての光の作品の観賞をしてもらうというようなデジタルフェスタと

いうものを具体的に考えたらよいのではないかと言われております。 

テーマについてもコメントがありまして、あえて日本の伝統芸術とか芸能あ

るいは江戸というものをフィーチャーすることによって、日本的な伝統と革新

とをミックスした形でプレゼンをするのが効果的ではないかといったご意見を

いただいたところでございます。 

こういうご意見も参考にしながら、各委員から自由なご意見をいただければ、

ありがたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

【星野委員】 

それでは、ちょっと、一番最初に申し訳ないです。先ほどご説明いただいた

素案のときに、ちょっと気付いた点だけを最初にお話ししておきたいと思って

ます。 

私は、日本の地方で、あちこちで観光していてですね、そして今回、この東

京のメンバーに加えていただいて感じるのは、東京に何か問題があるんだろう

かというぐらい東京は強いということです。地方に比べて圧倒的に強く、おそ

らく日本の観光における、そのリーダーであり中心であると思うのです。 

こういう東京の観光産業の将来を考えるときに、日本観光のハブとしての自

覚というか、そのハブとしての戦略っていうのをぜひ盛り込んでいただけない

だろうかって思うんです。それは、もうリーダーとして、日本全体にとって東

京が集めるか集めないかっていうことが、すごく日本全国に影響することだと

思ってますので、その自覚を何かこういうアクションプランみたいなときにで

すね、一番最初の前提として持っていただけると、日本全体が東京を見ながら

頑張れるんじゃないかなと思ってます。 

それは東京のためになります。東京から地方に行ってもらう。逆に地方の個

性を東京が積極的にアピールすることは、東京にリピートする原因をつくるん

ですね。世界の大都市って大体そうです。大都市だけにリピートしてるんじゃ

なくて、大都市の周辺の新しい魅力が出てくると、そこに行くためには、じゃ

あ、東京も寄っていこうと。その大都市には必ずハブとしての滞在になるので、

東京にもプラスになると思ってます。 

それから、目標設定のところなんですけれども、いろいろ例がここに出てい
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ましたが、「人泊」と「消費額」にすべきだっていうふうに私は考えています。

これは外国人だけではなくて、日本人を含めた人泊と消費額を目標にすべきだ

と思っています。 

人泊っていうのは、人数×泊数ですので、やはり、どうしても長期滞在を含

めた泊数が、しっかりと入っている目標を設定した方がいいと思ってます。 

そういう意味で、もう一つ、実は日本の各地域、自治体で一番苦労なさって

いるのが、おそらく観光の正しいデータがしっかりと得られていないという点

だと思うんですね。例えば、入り込み数にしても日本の各自治体はかなりダブ

ルカウントしているんですね。あちこちに寄った人たちを二重に数えていたり

三重に数えていたり、行く場所が多いとですね、そのダブルカウントの数が多

かったりします。なので、これは泊数とか、人数とか、入り込み数とか消費額

っていうのをどうやって把握するのかっていうのは、世界の観光の中で、その

精度を高く持っているところが、やはり、長期的にはですね、やっぱり、勝っ

ていくんですよね。なぜかというと、それが正しい政策に結びつくからです。 

ですから、東京は日本の観光のリーダーとして数字を正しく把握するために、

こういう投資をするとか、こういう集計の仕方をするとかって、もっと簡単に

正しく把握できる方法を開発していきますっていうことも、実は観光のために

は大事なんじゃないかなと思いますし、その役割を全うできる人材育成も大事

だというように思っています。 

最後に、ちょっと、これは、また小さな話なんですけども、私は、日本人が

大事だって思っているので、日本の修学旅行がもっと東京に来てほしいなと思

っています。海外からっていう人数がどうしても目標になりがちなんですけれ

ども、もっともっと日本の地方の子どもたちが東京に来る、やさしい観光地に

なるにはどうしたらいいだろうかっていうことも考えていただきたい。 

もう一つ、意外に海外に東京を宣伝してくれたり、日本を宣伝してくれてい

るのが留学生です。留学生が一番多いのは、私は東京だと思うんですよね、日

本の中で。ですから、東京こそ訴えていける観光戦略っていうのは、東京に、

いかにたくさんの留学生を連れてこれるかなのですね。それは日本政府の目標

でもあります、留学生を増やそうと。 

逆に、その留学生に、いかに日本や東京を宣伝してもらえるか。または今、

東京がアピールしようとしている各地のアトラクションを情報発信してもらえ

るかっていうような視点も、ぜひ戦略の中に盛り込むと面白い形になるんじゃ

ないかなと思っています。 

ちょっと長くなりましたけど、以上です。ありがとうございました。 

【本保座長】 

はい、ありがとうございます。最初におっしゃった東京が日本の観光のハブ、
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リーダーとして機能すべきだと。あるいは首都としての役割ということになる

と思うんですが、実は私も同じ意見を持ってまして、これは、なかなか役人レ

ベルでは発想もできないし、回答もできないところですね。知事、もし、よろ

しかったら、一言、いかがでしょうか、お考えを。 

【舛添知事】 

いや、あの、まさにおっしゃるとおりなんですけど、あまり「東京、東京」

っていうと他県の知事さんたちにいつも怒られちゃって、東京一人勝ちなんて

ことになるんですけれども。やっぱり、どうしても今言ったような点は、私が

言うといろいろ差し障りがあるので、ぜひ、これは皆さま方に持っていってい

ただきたいなと思っています。 

【本保座長】 

ありがとうございます。 

【星野委員】 

ハブになって、地方に送っていただければ、東京もハッピーですし、地方に

ハッピーだと思うのですが。 

【舛添知事】 

今、そのルートをね、だから、例えば、東北はもちろんそうなんですけど、

意外と四国とか中国地域にあまり行かないので、そういうところをお勧めで、

我々が宣伝して、やってはいるんです。 

【星野委員】 

もうちょっと具体的に私の意図をお話しすると、この素案の２と６っていう

のはですね。２の部分は多摩とか東京都に入っている島のことを言ってると思

うんですけども、そこをすごく稼がせるのも大事なんですが、実は東京都のた

めには、日本のもっと、より強い観光地との連携の方が、さっき言ったリーダ

ーとしての自覚とかという部分なんです。プラス東京にとっても、そちらの方

がプラスに、短期的にはプラスになるかもしれないという点なんですね。富士

山と東京とかっていう方が実際にリピートする理由をつくり込めるかもしれな

いって、そんなようなことを含めています。 

【本保座長】 

ありがとうございました。他にいかがでしょうか。デルマス委員、お願いし

ます。 

【デルマス委員】 

漢字の勉強になりました。ありがとうございます。 

ちょっと三つの点のお話をさせていただきます。まず、言葉の問題。外国人

に日本の文化とか日本の言葉を理解してほしいと望みますよね。そこはちょっ

と難しいと思います。日本人が、逆にフランスで、フランス人にフランス語で
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しゃべるのは難しいことだと思います。そこで皆さんには、英語を勉強してほ

しいと思います。町の中での目印や場所の名前とかは結構ありますが、それだ

けでは十分ではありません。 

先ほどこのアクションプランの中で旅館の話も出てきましたね。旅館の中で

も英語を話せるようにしなければなりません。スタッフの皆さんが答えをする

だけじゃなくて、例えば、旅館、文化について説明をしなくちゃいけない。東

京にはあまりないですが、東京以外にはたくさんあります。まだまだ旅館が使

われていません。もっともっと使えると思いますが、外国人を受け入れるとき、

英語をしゃべるスタッフが要ると思います。もっと大事なのは、英語で旅館内

の設備をどういうふうに使うのか、また旅館の文化とか説明をしなくてはなり

ません。 

また、われわれミシュランとしてガイドブックをつくっていますが、英語で

全部訳すっていうことではなく、そのまま日本語の言葉を残すことも大事だと

思います。それは文化に非常に絡んでいますので、言葉そのもの、例えば食材

などの日本語はそのまま使った方がいいです。 

フランス料理の場合、全部英語に訳してないですよ。フランス語のまま使っ

てる言葉もありますし、日本の料理についても日本語を、使ってもいいと思い

ます。どんどん和をお知らせして、皆さんに理解をしてもらって、それはイメ

ージアップになります。これはとても大事なことです。だから、矛盾している

ようですが、英語を勉強して、そういう話ができるようにして同時に日本の文

化も説明できるようにしなければなりません。観光に参加する皆さんはそうい

うことを努力しなくてはいけないということを、今日は、まず申し上げたいと

思います。 

２番目は、東京の水辺についてです。まだポテンシャルはたくさんあると思

います。この前、議論しましたけど、特に浜離宮と、あと、築地とかは素晴ら

しい場所ですよ。ぜひ何かしてください。そこは船を含めて夜でもいろんなこ

とができると思います。 

あと、もう一つは、東京だけじゃなくて、その郊外についてです。世界中の

多くの外国人は、京都とか、広島とか、福岡とか、みんな既によく知ってます。 

逆に、東京の郊外にはまだ知られていない面白い場所がたくさんあると思い

ます。例えば、１、２時間で行って帰ってこれる日光。また、ミシュランは日

本では今、群馬県、足利太田に研究所があります。あそこに足利学校という素

晴らしい場所があるんですよ。私は何回か見学しましたけど、東京に来ても、

羽田に着いても、どこに行っても案内が何もないのが残念です。そこは、１日

中、また半日行って見るだけでも素晴らしいところで、私はいつも感動してい

ます。東京の周りには他にも例えば湘南とか、郊外には多摩、八王子そして、
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高尾山もある。電車で 1，2 時間で行けます。東京の周りにはいろんないい場

所があります。まだたくさんのポテンシャルがあると思います。 

【本保座長】 

はい、ありがとうございます。矢内委員、お願いします。 

【矢内委員】 

私は１点だけです。私は、東京の最大の観光資源っていうのは、日本の文化

であり、エンターテイメントだと。これだけ集まってる、一つの都市にですね、

文化、エンターテイメントが集まっている国っていうのは、世界中探してもな

いと思います。このエンターテイメントを含めた日本の文化をこのアクション

プログラムにきちんと位置付けていただきたいなと、この振興が必要だという

ことをですね、日本の新しい文化もあります、古い古典の文化もあれば、新し

い文化もあります。これは私の、このあとのプレゼンテーションの中で出てき

ますけれども、そういったことも含めて観光資源としての位置付けをきっちり

やっていただけるといいなと思っております。 

【滝委員】 

僕も大変品質が高い文化が東京にあると思ってるんですね。足りないのは、

発信の問題とか認めてもらう努力の問題じゃないかと、かねてから思っていま

して。そのあたりのことを、ちょっと用意してきましたので、２分ばかりで。 

日本人は、自国の高い文化に対する認識が弱い。そのせいか日本の高い文化

に意外にプライドを持っていない。当然、日本文化の海外へ向けての発信が弱

い。最近、われわれは世界に誇る東京の全鉄道会社、代表的な航空会社などな

どと連携して、８か国語で訪日外国人向けワンストップガイドサービスをスタ

ートしました。当然、東京都もご一緒しています。既に１日１万人、年間では

300 万人を超えて利用する勢いとなっております。 

このサービスを構想・構築にしていくにあたって、とても大切に思うことが

ありました。それは、日本にとって 2020 年の東京オリンピック・パラリンピ

ックとは何かということでした。オリンピックは、オリンピック後の 50 年の

国のあり方を決めるというのが私の思うところです。 

前の東京でのオリンピックを振り返ると、1964 年、当時 24 歳だった私は、

それまでに見たことのない建築物、新幹線を目の当たりにして心が躍ったこと

を覚えています。それから約 50 年、わが国は、あのときの勢いで今日まで発

展してきたように感じられます。 

そのことから考えると、今度の東京オリ・パラが 2020 年から先 50 年の日本

のあり方を、日本の形を決めることになるのではないでしょうか。そして、国

家が目標とした、観光先進国という姿は 2020 年以降の日本のあり方の一つに

なるんだと思います。 
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そして、もう一つ大きな意味があります。インバウンドを受け入れていく中

で、東京という都市が日常的に異文化交流社会となることです。さらには、東

京に暮らす私たち自身が、互いの国の歴史的な成り立ちによって存在する固有

の文化を尊重し合える社会の一員となることです。これは、グローバル化が進

む中、次の 50 年のあるべき形の一つではないかと思っています。我々が始め

たサービスがオリ・パラのレガシーとして育つように期待しています。皆さん

の応援をお願いしたいと思います。 

デルマスさんや星野さんがおっしゃったように、日本には本当にあふれるば

かりのいろいろな品質の高い文化があって、それらについて様々な国の言語で

見て使える形にいたしましたので、ぜひご利用いただいて、意見をいただいて、

皆さんとご一緒して育てられればと思っておりますので、どうぞよろしくお願

いします。もう既に使えますので、スマホでぜひ知事も使ってみていただけま

すか、はい。 

【本保座長】 

どうもありがとうございました。では、玉井先生。 

【玉井委員】 

私が申し上げたいのは、今、星野さんが非常に素晴らしい視点でお話しいた

だいた。一つ、データという観点でインバウンドの数字を見るとき、仮に 4000

万という数字があったとすると、これは全国ですけれども、ビジネスと観光、

これをどういうふうに区分し、中間にMICEという概念もあると思うのですが、

この辺をきちんとデータ化し整理していかないと、例えば、宿泊部門をとって

みても、その投資の仕方ですとか、あり方というのは、かなり変わってくるわ

けですね。ですから、こういうデータの取り方は、ものすごく重要だと思いま

す。特に東京の場合には、ビジネスと観光がどういうふうに入り組んでいるの

か、この辺は、もうちょっと整理をする必要があるんだろうなと。 

もう１点、これはピンポイントになりますが、星野さんがおっしゃった、修

学旅行というのは非常に重要。実は、私が一番思っているのは、若い人たちに、

いかに早くいろいろな経験をしてもらうか。経験価値マーケティングという概

念がありますけれども、早く経験してもらうことが、それ以降にいろんな形で

アクションにつながっていく。そういう意味からすると、教育旅行とか修学旅

行という呼び方があるんですが、もっと夢のあるような表現にならないのかな

と。若い人たちが、もっともっと夢を持って、フィールドワーク的にできるよ

うなものを、やはり、つくっていく。これは、産業界側も考えないといけない

んですけれども、そういうものをお互い、官民併せてですね、要するに若い人

に、いかに早く多くの体験機会を提供できるかということを考えることが重要

ではないかなと思います。 
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【本保座長】 

はい、ありがとうございます。アトキンソンさん。 

【アトキンソン委員】 

ありがとうございます。この前の 4000 万人の国の設定は、それで 4000 万人

でいいと思いますけれども、言うまでもなく、それは、ある意味、社長が決め

たことであってですね、それをさらに下の現場に近いところになればなるほど、

より細かいものが必要であるとは思いますが、そういうふうに考えると、東京

都としてはですね、それは何人にするのかというのは、それは大事なものであ

ると同時に、やはり、国別で決めていく必要があるのではないかと私は思いま

す。 

その中でですね、先ほどの話にもありましたように、世界の観光客、アウト

バウンドですが、11 億 3300 万人がいる中で、アジアから大体５％ぐらいは日

本に来ています。ただ、ヨーロッパ発の観光客の場合は、日本に来たのは 0.2％、

アメリカ 0.4％しか来ていません。 

この資料の３ページにありますようにですね、例えば、ドイツ人 16 万 2600

人、それに比べて英国人は、25 万 8500 人が来ていますが、イギリスは、人口

が 6500 万人に対しての 25 万 8500 人ですけれども、ドイツは 8200 万人に対

して 16 万 2600 人ですので、明らかにこのバラツキが戦略の、ある意味で来て

しまったみたいな感じで、受け身的な戦略の現れではないかと思います。 

東京は何人でということで、国別も定めていくことがなぜ重要なのかという

と、今までは日本の観光のスタイルというのは、あくまでも人数重視、それで

低満足、低価格、もう、とにかく人が来ればいい。 

文化財は、私の担当なのですが、文化財の場合ですと、来てもらって、写真

を撮って帰りなさいみたいな感じで、解説もなければ、座る場所もなければ、

満足、勉強することもない。ただ単に、世界の文化財の平均の入館料の場合は

1,891 円なのに日本は 593 円しかありませんので、これが満足にそのまま比例

して、反映しているものだと思います。 

そういうことを考えれば、東京としては、いろいろな戦略が考えられる中で、

今までの人数重視、低満足、低価格にいくのか、違うものにいくのか、そうい

うことになっていくことによって、当然ながら、ドイツの誰を呼んで、何をし

てもらうのかということをまず定めないと、観光資源こんなにいっぱいありま

すよ、こういうふうに整備しましょうよというまでもなく、誰に来てもらうの

かということを先に決めていかないと、整備したからいいというと誰も来ない

危険性が当然あります。そういうところをより具体的にやっていくところでは

ないかと思います。 

細かい話なのですが、いろいろなものを見るとですね、必ず日本ですと、観
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光でハイテクにいきます。この間、岐阜城に行ったんですね。あの上に立って、

実際に３D のバーチャルリアリティのどうのこうのと、よく分からないことを

言われてですね、町を見れば、元はどうだったのかということを、とんでもな

い予算を付けようとして、それでやろうとしている整備の事業がありました。 

ただですね、飾ってある美術品の、戦国時代のとんでもない素晴らしい兜（か

ぶと）の隣に、説明が「ヘルメット」としか書いてないので、イギリスから来

た人の場合、30 万円をかけて 14 時間乗って来て、さらに岐阜まで行って、兜

を見てヘルメットと言われてですね、これは低満足、低価格のものですので、

そこでハイテクノロジーをもってきたからといってですね、根本的なことがで

きていないから、そういうハイテクノロジーにいく前に、その直すべきものも

あるのではないかと思います。 

私は、日本にいるとですね、ヤフーがつくっている電車乗り換えという機能

をよく使っています。これに相当する英語のものは、まだ見つからないです。

東京の地下鉄はですね、必ず自分が地下鉄の駅に行きますと、英語になってい

るかもしれないんだけれども、あれが読み解ける人というのは、ほとんど天才

だと思います。それで、ヤフーの電車乗り換えの英語版つくって、ああいうの

は、どこそこと、どこそこで、あれは極めて丁寧なもので、何番線に乗って、

何分で、何駅で、どこに着くのか、乗り換えて、何番線から出て、何番線に発

車するのか、到着するのかと全部書いてありますので、いろんなものをやるよ

りはですね、これを先にやった方がいいじゃないかと私は思います。 

それで、もう一つは、これはリブ・ジャパンなのか、ライブ・ジャパンなの

か、よく分からないということでですね、そのどっちなのかによって完全に意

味が変わってきますけれども、いろんなところで、東京は、そういうところは

ないことはないと思いますけれども、やはり、そういうネイティブ・チェック

も含めてですね、いろいろな人のプロを入れるべきタイミングになってきてい

るのではないかと思います。 

この間、あるところに行けばですね、英語の文化財で、英語の解説の案内板

がありました。もともとの日本語で、まあ、文化財ですから、檜皮葺（ひわだ

ぶき）の屋根の説明がしてありました。これは、日本人でも大変な専門的なも

のだと思うのですけれども、これを英語に訳してありまして、「植物性屋根の特

徴」ということで書いてありました。英語になりますとですね、ベジタブル・

ルーフになっています。大根でつくったのかというふうに思うぐらいのですね、

そういうものがいっぱいあります。ハイテクノロジーうんぬんという前にです

ね、基礎的にこういうものができてないと、そういうところで、もうだめにな

っちゃいます。 

先ほどの地下鉄の案内を見てもですね、明らかにネイティブチェックが入っ
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ていない、英語になっていない、ローマ字になっているかもしれないんだけれ

ども、伝わらない。こういうのも、東京の地下鉄もそうなんですけれども、都

営のものでもですね、横文字なんだけれども、英語になっていない。ネイティ

ブとしては、もう全く伝わらない。明らかに直訳をしてしまった、ネイティブ・

チェックを入れてないものにしてあると。こういうものを直さないと、ああい

うところで、もうだめになっちゃいますので、そこでそれ以上の、もっとハイ

レベルのものをやろうとしてもですね、一番低次元のところでアウトになって

しまうと。こういうところをしっかりと、東京ですから、まあ、その辺の地方

であれば、何とかそういうものは、皆さんから許してもらえると思いますけれ

ども、ここまで国際都市の東京ですから、当たり前のように 100 点満点の 70

点というわけではなく、というのは全然許されないので、95 点でもだめなんで

す。100 満点というのが、もう最低ラインのものになっていますので、いろい

ろなものは英語につくるときに、完璧なものにしていただきたいと思います。

以上です。 

【本保座長】 

はい、ありがとうございます。ここまでで随分貴重なご意見をいただいてお

りまして、何人かの委員からは、まだ発言をいただいてないのですが、あるい

はテーマについてお話しいただいて、併せて、あとの議論の中でご意見いただ

くことも、どうかと思うのですが。 

ちょっと時間のこともありますので、まだご発言いただいていない方は、テ

ーマでの議論と併せてご指摘いただくということで、ご承知いただければ、テ

ーマの方に入りたいと思います。 

早速ですが、そうすると、第１テーマということで、矢内委員からのプレゼ

ンをお願いしたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

【矢内委員】 

矢内でございます。本日は、「ホール・劇場」というテーマのもとでプレゼン

テーションさせていただきます。タイトルは、「～世界に類のないカルチャー観

光シティ「Wonder & TOKYO」を創る～」ということです。 

まず最初に、状況認識と想定シミュレーションということです。まずは、2020

年オリンピック・パラリンピックを控えて、劇場ホールが不足するという認識

を持っております。2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けて多数の

文化プログラムが開催される予定になっている。それから、東京都の観光振興

計画のジャンピングボードは、2020 年東京オリンピック・パラリンピックにあ

るという、これは私の認識です。 

それで、シミュレーションですが、カルチャー観光シティ「Wonder & TOKYO」

は、前回の、「水辺」、「光」の議論をふまえまして、できるだけ具体的にイメー
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ジできるようシミュレーションしてみました。 

それから、目的を三つ挙げました。外国人旅行者の総数を増やし、かつ、東

京での滞在日数を増やし、加えてリピーターの数を増やす。同時に東京オリン

ピックをフックにしながら、劇場、ホール不足を解消し、東京オリンピック・

パラリンピックに向けた文化プログラムやイベント開催にも弾みを付ける。そ

して最後、東京に文化の発信基地でもある、一大観光産業の拠点をつくるとい

うことです。 

それから、次からは、ちょっと参考資料が少し続きますので、簡単に触れて

おきます。 

首都圏の劇場、ホールの閉鎖および改修、建替状況の一覧です。2015 年まで、

建替を含めて、座席数で言いますと、2 万 5946 席がなくなります。それから、

次のページは、2016 年中に閉鎖されるもの、6 万 4874 席あります。合計しま

すと 9 万 1820 席ということで、約 10 万席弱ですけれども、なくなってしまう

という状況です。 

次のページは、これは棒グラフが載っていますが、ライブ・エンターテイメ

ント市場の推移です。なんでこんなことを出しているかといいますと、劇場が

なくなっていくということに対して、一方で、ライブ・エンターテイメントの

マーケットはどうなっているんだろう。これをご覧いただきますと、一番左端

の 2000 年に対して右端の 2015 年、マーケットは約２倍に拡大しております。

個人消費が停滞しているとか言われながらも、ライブ・エンターテイメント市

場は、大変堅調に推移しております。2011 年は震災で、ちょっとへこみました

けれども、それから、またずっと上がっております。14 年と 15 年を比較して

も 11.8 パーセントも増えている。これが、劇場がなくなることによって、ブレ

ーキがかかってしまうのではないか、というのが懸念しているところでありま

す。 

それから、次は世界のエンターテイメントシティの例と特徴ということで四

つ挙げました。ブロードウエイ、ウエストエンド、L.A.LIVE、それからラスベ

ガスです。これは、後で読んでいただけたらと思いますが、この四つの街に共

通しているのは、エンターテイメント施設が集積してるということです。二つ

目は、文化の発信をしているということです。三つ目は、そのことによって周

辺に飲食店、ショッピングモール、ホテル、コンベンションホール、そういっ

たものがどんどん建って、街としての形がつくられてきている。結果、それは

エンターテイメントシティになっているということであります。 

次からは、「Wonder & TOKYO」の具体的イメージの話をしたいと思います。

カルチャー観光シティ「Wonder & TOKYO」とは一体何なのかということで

すが、A、B、C、三つ書いてあります。 
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A は、古くからの日本文化と、新しい日本文化の両方を発信する、文化エン

タメ施設の集積地をつくる。これがカルチャー観光シティであるというイメー

ジです。B は、にぎわいとやすらぎの演出をし、C は、環境の整備と充実をす

るということで、これら A、B、C については、次のページから具体的に触れ

ていきます。 

まず A です。これは先ほどの繰り返しになりますが、古くからの日本文化と

新しい日本文化の両方を発信するということをやっていきます。何をつくるの

か。まず、スタジアム。野球、サッカーのみならず大型イベント、コンサート

会場としてもこれを使います。二つ目は、大ホール・中ホール・小ホール、こ

れも複数つくります。J ポップ、アニソン、コスプレ、2.5 次元ミュージカル、

これらは海外でも、ほんとに若い人たち中心に、この新しい日本文化は既にグ

ローバル化しているということが言えます。ですから、外国人の観光客の人た

ちが来ても、敷居も高くなく、みんなが見て楽しんでいただけると思っており

ます。 

最後に、伝統芸能ショーケースというものを考えました。これは歌舞伎、能、

狂言等、古典芸能をラ・フォル・ジュルネ方式で敷居を低くするということを

考えております。 

これはどういうことか。ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポンというイベン

トは東京国際フォーラムを会場に、もう 10 年以上続いています。これはクラ

シックを多くの人に観にきてもらう、聞きにきてもらうということで始まった

イベントです。もともとはフランスのナント市で起こったイベントです。これ

は第 1 回の 2005 年から、なんと、11 万枚の切符を売りました。これは、クラ

シック業界の人が、まず最初に驚きました。 

なぜかといいますと、まずもって東京首都圏にクラシックのファンというの

が２万人しかいないと言われていました。それが 11 万人来た。それはどうい

うことか。これまでクラシックは難しい、長い、高いって言われていた。これ

を全部ひっくり返したんですね、ラ・フォル・ジュルネは。難しいのをやさし

くしました、テーマを。それから、長い時間を短くしました。ワンプログラム

40 分から 45 分です。高い値段を安くしました。その結果、親子連れのお客さ

ん、あるいは、おじいちゃん、おばあちゃんがお孫さんを連れてやってくると

いうような裾野を広げた形で、このラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポンとい

うのは大成功をしてきました。 

同じことをこの伝統芸能ショーケースではやるべきだなと。日本人の若い世

代ですら能、歌舞伎、狂言は難しいというものになってます。ましてや、外国

の人たちにとって非常に難解です。これは、やっぱり、例えば、30 分でワンプ

ログラムというようなことで、どんどん見ていただいて、楽しんでもらい、本
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当にそれが面白いと思ったら、歌舞伎座に行っていただくなり、国立能楽堂に

行っていただくなりという、その導入部分をつくれたらいいんじゃないかとい

うふうに思っております。 

それから、次のページです。これも A ですけれども、江戸通りと原宿ストリ

ートをつくるということです。これは茶道、華道、香道、書道、陶芸、伝統工

芸などを体験できる「江戸通り」を作ります。ここは人力車を走らせた方がい

いかなと思っております。一方で、クールジャパンを代表する原宿ファッショ

ン、アクセサリー、フィギア、こういったものを「原宿ストリート」というこ

とで、こっちは、セグウェイが走った方がいいかな、というようなことを勝手

に思っております。そういうストリートを二つつくって、つまり、日本の新旧

文化の二つの顔を、ものづくりの潮流を体感できるという形にしていきたいな、

と思っております。 

次のページ、エンターテイメントパーク群というふうに書きました。ここに

は特撮パーク、３D パーク、忍者パーク、アニメパーク、ゲームパーク、これ

ら日本を代表するエンターテイメントパーク群をつくっていきます。これもい

ろんなお客さんが喜んでくれる施設になると思っています。 

次のページです。これは賑わいとやすらぎを演出するということで、外国人

も日本人も子どもから大人まで楽しめる、賑わいとやすらぎを演出します。ま

ずは自然公園をつくりたい。現代アートを配した緑あふれるやすらぎと憩いの

自然公園を中心部につくる。そして、ウオーターフロント。ここには船着き場

を中心に、昼は各種のマーケットであったり、世界の飲食あるいは人気キャラ

クターのパレード、ストリートショー、そういった東京の新しいフェスがつく

れたらいいなと思っております。 

それから、次のページ、これはナイトライフです。夜はウオーターフロント

に、先ほども都知事がおっしゃっておりましたけれども、観劇の前後の屋外の

カフェバーであったり、あるいはナイトクルージング、ライトアップ、噴水シ

ョー、花火ショーなど東京のナイトライフを推進するということをやっていき

たいと思います。 

次は環境の整備と充実ということですが、様々な人たちのニーズを満たす環

境の整備と充実が必要だと思います。高級ホテルとコンベンションホールもこ

こに一緒につくるべきだと。ショッピングモールもあり、しかも、食事は各国

の高級レストランから大回転寿司、居酒屋、屋台村までを用意する。それから、

国際会議、ビジネスショーが開催できるようなコンベンションホールも併設す

る。それから、アクセスと情報連携。これは大型バスターミナル、タクシー乗

り場、地下鉄の案内表示など、これを充実させたい。同時に、都内各地の観光

スポットあるいは国内の観光スポットとの情報連携を強化していくということ
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であります。 

最後です。実現のキーポイントと民間の活用というふうに書きました。最後、

大事なところですけれども、お金があれば建物とか施設はつくれます。しかし、

お金があってもできないのが、まさにここに書いてあるソフトコンテンツをは

じめとする観光資源の開発、そして、それを安定供給するということです。も

う一つ、施設のサービスの向上と効率化を間断なく推進する運営の仕方、そし

て、責任ある経営。これが大事だと思います。そのために、ぜひとも民間を活

用していただけたらと思っております。 

官民一体となった長期ビジョンに基づく新しい手法による規律ある経営の実

現をさせるべきだと。これまでも PPT あるいは PFI あるいはコンセッション

といったものがいろいろと活用されてきております。海外においては公共イン

フラ、例えば、空港であったり、港湾であったり、高速道路であったり上下水

道、こういったものを官民一体で運営する手法が主流になりつつあります。日

本でのコンセッションには関西国際空港あるいは仙台空港、こういったところ

に事例が既にあります。 

ということで、ちょっと駆け足ではございましたけれども、私のプレゼンテ

ーション、ここまでにします。どうもありがとうございました。 

【本保座長】 

どうもありがとうございました。ホール、劇場を超えて、総合的な戦略を世

界に類のないカルチャー観光シティという、わくわくするようなワーニングで

プレゼンいただきまして、どうもありがとうございました。 

これを踏まえて、多羅尾生活文化局長に東京都の取組の状況を説明いただく

んですが、ちょっと枠が広がりすぎてて大変かもしれませんですね。 

【多羅尾生活文化局長】 

東京都の生活文化局の多羅尾でございます。ホール、劇場等問題につきまし

て、東京都の対応を中心にご説明をさせていただきたいと存じます。 

初めに、現状と課題でございます。一つ目といたしまして、都内をはじめ首

都圏では多くの施設が更新時期を迎えていることや、2020 大会準備のため、昨

今、ホール、劇場等の閉鎖や改修が相次ぎ、施設不足が顕在化しております。

ホール、劇場等を確保することが非常に重要な課題となっております。 

具体的には主要な例を示しておりますけれども、約 2,000 席の中規模ホール

である新宿コマ劇場やユーポートなどの閉鎖が相次ぐとともに、渋谷公会堂や

日本青年館などは現在建替中であり、今年に入り、さいたまスーパーアリーナ

や横浜アリーナなどの大規模施設の改修なども始まっております。 

中規模ホールを使用するバレエやオペラ、大規模施設を使用するポップス音

楽のジャンルなどが特に大きな影響を受けております。 
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二つ目といたしまして、先ほど矢内委員からもライブエンタメ市場のお話が

ございましたけれども、近年、外国人観光客の増加をはじめ、首都圏全体で実

演芸術活動の需要が見込まれております。これらを受け止める取組が必要でご

ざいます。 

それから、三つ目といたしまして、2020 年東京大会に向けても、国際文化都

市として東京の魅力をさらに向上させることが必要でございます。ニューヨー

クなど、海外の主要都市と競っていくためには、東京の夜をもっと賑やかにし

ていくことが大切で、ホール、劇場等の施設の整備をはじめ、インバウンド需

要に対応した夜間公演の充実、これはコンテンツも含みますけれども、あるい

は施設周辺の飲食サービスや観光との連携を進める必要がございます。このよ

うなホール、劇場等問題のハード、ソフト両面の対応を進めていく必要がござ

います。 

次に、東京都の現在の取組の状況でございます。一つ目の取組として、都内

全域にあるホール、劇場等、約 1,300 件について、座席数や連絡先等の基本情

報を調査いたしまして、リスト化して、提供する準備をしております。こうい

った資料が今まであるようでなかったということでございます。 

二つ目の取組といたしまして、都有地の内、野外コンサート会場や仮設ホー

ルを建設するのに適したものをリスト化し、提供いたします。施設は、改修が

終わると、また、席が戻るわけで、時期によって、非常に需給関係が大きく変

わってきております。こういった都有地が逼迫（ひっぱく）の著しい時期の調

整弁になれば、というように考えております。 

三つ目の取組といたしまして、2016 年問題とこのように申しましても、ジャ

ンルによって状況は様々でございます。バレエやポップス音楽など 13 分野の

ジャンルの実演化団体に、施設利用についてヒアリングを行い、それぞれの団

体ごとの細かい問題等についてご意見を伺い、取りまとめる予定でございます。 

四つ目といたしまして、３月 30 日、知事が馳文科大臣に行った緊急要望に

ついて具体化を推進してまいります。国や首都圏の自治体が一堂に会して、こ

ういった問題の解決を図る場の設置をはじめ、新国立劇場などとの連携も進め

てまいりたいと考えております。 

最後に、五つ目の取組として、芸術文化やホールの専門家や実務家による協

議の場を立ち上げまして、本格的な検討を開始いたします。これらを五つの取

組といたしまして、近日中に緊急の取組として発表する予定でございます。 

最後に、今後の検討事項でございます。まず、今すぐやらなければいけない

こと、2020 年までの課題、さらに、2020 年以降、長期的視点からの課題と、

短期、中期、長期的な観点から総合的な取組を推進してまいります。 

ホール、劇場等不足への対応については、当面 2020 年までの課題として、
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既存施設の有効利用を進めるため、施設と利用者のマッチングを行政が積極的

にやっていくことであるとか、施設を利用しやすい環境づくりを促進するよう、

いろいろな専門家のご意見も伺いながら、予約システムや利用時間などの見直

しなどを行っていければ、というように思っております。 

また、今後、ホール、劇場等施設の改修動向や、閉鎖、新設の状況など今後

の需給環境の詳細な調査を行いまして、2020 年以降も見通した東京のまちづく

りというステージの上での長期的な視点からの取組についても検討を進めてま

いりたいと考えております。 

それから（２）でございますけれども、ハード、ソフトの連携、特にソフト

ということでございますが、外国人観光客や都民のナイトライフの充実策につ

いて、海外主要都市の事例などの詳細調査を行い、東京の芸術文化資源を生か

した夜間公演、飲食サービスや観光との連携も含め検討してまいりたいと考え

ております。 

駆け足でございますが、以上が東京都の対応でございます。ありがとうござ

いました。 

【本保座長】 

多羅尾局長、どうもありがとうございました。それでは時間の関係もありま

すので、引き続きまして澤田委員からのプレゼンをいただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

【澤田委員】 

今、東京には本当に全世界から様々な方が来られていると思います。ただ、

よく言われているのは、交通機関の表示が非常にわかりづらいということです

ので、解決策として、次世代 AR ソリューションの活用を提言します。 

例えば、この『＆ＴＯＫＹＯ』のマークに当てれば、東京の案内をしていた

だけるとか、このポスターに当てて、日本語、英語、ドイツ語、中国語などか

ら言語を選べば、その言語に変わるということで、何種類もポスターやパンフ

レットをつくる必要がなく、ほとんどの言語の対応ができるようになります。 

今、ほとんどの外国人の方はスマホをお持ちですから、それを使用すること

によって、母国語に変わる。それだけではなく、つくり込みさえすれば、例え

ば、映像も出せますし、いろんな使い方ができますので、来た方に、「さすが東

京だ」ということを感じていただくために、この AR を利用して、徐々に整備

されればいいんじゃないかと思います。 

バスの停留所などにも利用できます。スマホをかざせば、そのバスがどこへ

行くのかがわかります。こういう仕組みを 2020 年のオリンピックまでに、徐々

に整備していけば非常に便利になると思います。そして、言語のチェックは、

アトキンソンさんが言われたように、ネイティブチェックをすれば良いと思い
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ます。 

また、今、全自動とよく言われていますが、一部の交通機関を全自動でやっ

ていかれたら良いのではないかと思います。我々ハウステンボスの敷地内でも

再来月ぐらいから全自動のバスを走らせます。 

例えば、羽田空港に海外から到着すると、国内線に乗り継ぐときにバスに乗

って移動しますが、それを全自動のバスでやるとか、少しずつこういうチャレ

ンジをされていくと、海外からたくさんの方が来た時に、「さすが東京は進んで

るなあ」と思われることがありますので、進めていけばいいんじゃないかと思

います。 

最後に、今、アジアの方が非常に多く来日されていますが、やっぱり欧米、

特にヨーロッパの方にもっと来ていただくために、羽田にもう少しフライトを

増やしていくことが大切だと思います。 

欧米の方というのは、滞在日数も多いですし、かつ、東京だけではなく、京

都や、九州などいろんなところに行っていただけますから、この羽田の枠をも

う少し、増やした方が良いと思います。今はいろんな問題があって増えないの

はわかりますけど、東京都として各エアラインさんに、ヨーロッパ路線の拡充

を進言し、どんどん増やすことによって、非常に消費が良く、滞在日数が長く、

地方の文化にも非常に関心の高いヨーロッパの方に来ていただけるように働き

かけをしていただければいいかなと思います。 

ということで、簡単ですけど、先ほど、ぴあの矢内さんがほとんど全部話し

てくれましたので、これで終わらせていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

【本保座長】 

どうもありがとうございました。それでは、テーマの議論に入りたいと思い

ますが、まず、お約束に従って、石井委員からのご意見を紹介させていただき

たいと思います。 

まず、「ホール・劇場」に関してでありますけれども、少し具体的な提案をさ

れております。パリのオペラ座などで、いわゆるバックステージを見ていただ

くということが大変人気になっていますけれども、東京ではそういう設えがな

いということで、日本の伝統芸能独特の舞台構造とか稽古場、衣装、こういっ

たものを見せて説明することで、休演しているときの劇場も活用できるんじゃ

ないかということをおっしゃっておられます。 

それから、知事からもご指摘がありましたし、先ほどの生活文化局長さんの

説明の中にもありましたが、いわゆる夜の時間をうまく活用するという観点か

ら、観劇とナイトライフとの組み合わせ、欧米では習慣としてソワレという言

葉でおっしゃっていますが、このようなものができているので、きっちりここ
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に手を打つべきだということをご指摘されております。 

それから、交通機関についてでありますが、まず第１点目は、アトキンソン

からもお話がありましたけど、大変発達した交通網にはなっていますけれども、

とにかくわかりにくいと、これを何とかしなければいけないということで、情

報提供や共通パスを充実してはどうかと提言されております。 

共通パスに関しましては、スイスでホテルの宿泊客に対して税金還元システ

ムとして無料パスを提供しているという例があるので、こういうものも参考に

してはどうかと言われております。 

それから、最後に、今の澤田委員の自動運転の話がございましたが、今後の

自動車運転の自動化の時代、こういうものを見据えて、車という概念の変化に

今から目を当てた施策を考えてはどうかと、こんなご意見をいただいていると

ころでございます。 

以上ご紹介申し上げまして、テーマの議論に入りたいと思いますが、先ほど

申し上げたようにアクションプログラムについてのご意見、コメントをまだ足

りてないところもあるかと思いますので、併せてご意見いただければ、ありが

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

【澤田委員】 

この劇場ですけれども、今、間違いなく足りていないと思います。１カ所に

200 人、1,000 人、1,500 人、100 人と、ある１カ所に様々な収容人数の劇場が

集まっている方が、その周りに飲食店などが集まるということで非常に華やか

な雰囲気ができますし、あちこちに、劇場をつくるのも大切ですけれども、あ

る一つの場所に劇場プレイスみたいな感じでやられた方が、非常に機能的で、

みんなも行きやすくなりますので、いいんじゃないかと思います。 

【本保座長】 

ありがとうございます。 

【星野委員】 

すみません。単純な質問ですけれども、需要が増えているのに劇場が減って

いるのは、これは、なぜなのですか。普通、需要が増えると、民間は増やすは

ずなんですけれども。 

 

【矢内委員】 

これはですね、オリンピックを控えて、みんな建物が建替になるとか、改修

工事だとかいうことが、ずいぶん入ってきてしまったんです。その理由が一番

大きいですね。 

【星野委員】 

その内需がね、なくて困っている国で、需要が増えている分野というのは、
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そんなにないと思うんですね。そうすると、建て替えで何か大きな劇場に変わ

っていくならいいのですが、ただ閉鎖されていっているというデータがあった

ので、それはなぜなんだろうと思って。劇場がほかのオフィスとか、ほかのデ

ィテールとかとの収益性で負けているということなんですか。劇場を閉鎖して、

ほかのものにした方がいいと。 

【矢内委員】 

それは、継続してほしいと思っていることはたくさんありますけどね。 

【星野委員】 

ほしいんですけど、収益で負けているとかいうことなんですか。なんでなん

だろうという、ちょっと単純な。これ、建て替えているのではなく閉鎖されて

いっているのですか。 

【矢内委員】 

両方です。建て替えのものもありますし、それから、閉鎖のものもあります。 

【星野委員】 

全体の数は増えていってないんですね。非常に、そこが何か分からないと、

何か策が出てこない。 

【玉井委員】 

今の星野さんのご質問、ものすごく重要なところだと思うんですね。ホール

とか劇場、特に大規模ホテルの宴会場もそうですが、こういうものがどういう

視点でつくられるのか。僕は二面性があると思っていて、一つは文化性とか精

神性みたいなもの、そこでは収益に関係ないとは言いませんが、公共的な視点

そういうものが要求される。でも、一方で今は特に、利益第一の経済社会の中

で、最終的な利益水準を求められたときに、この相反性の中で多分かなり苦し

いところです。 

私はホテルをやっていましたけれども、ホテルの大規模宴会場が何を求めら

れるかといったときに、まさにこの二面性を求められるわけです。この対応策

として先ほどちょっと話題になりましたが、継続的にマーケットをつくり上げ

ていくというのは、なかなか一企業では難しい。そういう意味では、今、非常

に心わくわくするプレゼンをいただきました総合的なアミューズメント施設な

どと連携するとか。もう一方、MICE 的な視点でこの問題を考えたときに、ホ

ールあるいは劇場も同じかどうかわかりませんが、そういうものをトータル的

に考え、この相反する問題点をどのように整理していくかということになるの

ではないかと思いますね。 

【矢内委員】 

ちょっと追加で説明させてください。私が先ほどプレゼンさせてもらった資

料の２ページ目をご覧いただきたいのですけれども、ここに、まず 2015 年ま



 

27 

 

でに閉館されるリストが、ずらーっと、一番上の朝日生命ホールからあります。

これ、みんな閉鎖、閉鎖、閉鎖と書いてあります。右側、設置主体というとこ

ろを見ていただきたい、ほとんど民間なんです。学校法人とか外郭団体、東京

都も一つありますね。 

というところで、結局、劇場経営というのは、現実は難しいんですよ。だか

ら、これは劇場をつくることによって、このエリアでの集客性というのは必ず

出るんです。周りの飲食店とか潤うんですよ。ですけども、この劇場を経営し

ている側は大変な思いをしてやっているんですよね。それは経済的に、先ほど

の星野さんの質問に答えれば、成り立たなくなってしまって閉鎖に追い込まれ

ると。これは言っていいのかな、例えば、サントリーホールにしたって、オー

チャードホールにしたって、実際は赤字ですから。あれだけ世界に誇る大きな

設備を持った劇場が、それは、やはり、企業の CSR であったり、そういう予

算で支えているということなんですよね。 

ですから、劇場というのは、私が、もうずいぶん前に経団連でライブ・エン

ターテイメント産業振興部会というので座長をやって、20 人ぐらいの業界の人

たちといろんな議論をしてきた経緯があって、そのときも同じ話をしているん

ですね。劇場がつくられていく、しかも、ちゃんとそれが経営として成り立っ

ていくためには、なかなか今の、例えば、税制的なところでそういう支援策が

ないのか、いろんな話が出てくるんです。だから、経済的な問題が、やはり、

大きいですよね。 

【星野委員】 

そういう視点で、最後にちょっと、先ほどの５ページのところの、私は知っ

ているブロードウエイは、やはり、民間で劇場が成り立っているし、それから、

ほかのところ、ちょっとよく知らないのですけれども、NHR や NBA というの

は独立した、NHR はちょっと大変な思いをしているんですけど、それこそ、

どうやったら世界の劇場の採算が合っている事例があるのかということも、ち

ょっと研究した方がいいじゃないかなと思うんですね。 

サポートして箱ものをつくるというのは、私はあんまりよくないと思ってい

まして、いかにして劇場の経営を採算が合うようなパターンに、先ほどの MICE

を組み合わせるとかというのも一つの手かもしれないんですけれど、そこは大

事かなと。 

【矢内委員】 

一番成功しているのは劇団四季です。あれは、ちゃんと民間で、ちゃんとし

た利益を出して、経営をしていますよね。それは、やはり、あれだけブロード

ウエイから持ってきた演目がいいと、劇団員もちゃんと訓練されているという

ことなんですよね。だから、ブロードウエイはそういう劇場がいっぱい揃って
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いるわけです。そこは、なかなか一朝一夕にはいかないと思いますけれども、

澤田さんが言われるように、ある種の集積地をつくるということは、いろんな

意味でプラス効果があると僕は思っています。 

【本保座長】 

最後のポイント、ちょっとかかわるんですけども、また、星野さんのご質問

とある意味同じなんですが、経済性を上げない限りホールは成り立たない、育

っていかないことだと思いますけれども、そのためには税制を含めて、いろん

なことも考えないといけないということなんですが、もう一方で、ここで大き

な議論になったのは、澤田さんからもあった集積、ブロードウエイのようなも

のをつくっていくことが重要だとして、これが経済性につながるかという論点

もあるかと思うんですね。その辺は、矢内さん、どうお考えになっていますか。 

【矢内委員】 

私は、最後に、官民一体で運営するということを考えるべきであろうと思っ

ておりまして、例えば、コンセッションというのは一つの方法だと思います。

こういうやり方をすれば、今のようなことは現実性が出てくると私は思ってい

ます。 

【アトキンソン委員】 

「ホール・劇場」に関する説明で、ちょっと伝統に関するところがあったん

ですけども、オペラに行きますと、必ず字幕が流れていって、それで説明があ

って、今日は何のものなのかというのが必ずあるんですけれども、歌舞伎は最

近ちょっと頑張ってよくなってきているんですけれども、それ以外のものに関

しては、例えば、お能で、あれは日本人であっても聞いたからといってわかる

かといったら、誰もわかる人はほとんどいないのに、なぜ、ああいうところに

字幕が流れないのかということが問題になっていまして、特に外国人にとって

は日本文化というのは、簡単にいえば、ベルサイユ宮殿に行けば、説明があっ

てもなくても、あのぐらいの金があると感動するに決まってるっていう感じな

んですけれども、日本文化っていうのはどちらかといえば、地味、渋いような

ものであって、解説がないとなかなか圧倒されないという面もありますので、

解説をすれば、皆さんがそれで感動して、理解して、ちゃんと評価してもらえ

るんですけども、そういう伝統芸能という、生け花のものであっても、お能で

あっても、いろんなものであっても、解説があるかないかで全然変わってきま

す。残念ながら、能楽協会のところに行きますと、「５回来ればわかるようにな

りますよ」とか、こういうようなことを言いますので、「じわじわとわかってく

る」とか言いますけども、じわじわわかってもらえないのでっていうところで、

ああいうのをどうするのかっていう問題があると思います。 

それで今、個人的なところを見ると、この前に素晴らしいオペラが上野に来
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たときに実際に行ったらば、極めて高い、非常に短い、稼働率が多分悪い。そ

れで一番びっくりしたのは、外に出れば、ちょっと何か食べようかなと思って、

トンカツサンドしか置いてない。極めて安い赤ワインの、何か山梨のこういう

キャップが付いてるようなもので、ああいうようなところで付随のビジネスっ

ていうのは海外みたいに、ロンドンのロイヤル・オペラ・ハウスに行けば、あ

りとあらゆるところで、飲み物であったり、いろんなものがあって、いろんな

食事の予約ができるとかいろんなことがあるんですけれども、日本の劇場って、

そこまでいってないことが多いかと思います。 

自分としては、もう一つ、実際にやってるのは短いっていうのもあると思う。

オペラが来ると、ほとんど来ない。来たとしても１週間とかそのぐらいしか来

てない。供給がぼろ儲けをするっていう感じはするんですけども、実際に稼働

していけば、もう少し観光にはつながっていくんじゃないのかっていうことと、

あとは、例えば、外国人、海外からインターネットで予約が、はたしてできる

のか、できないのかとか、国内であっても 25 年もいるんですけど、いまだに

予約はどうすればいいのか、よくわからないっていうのがあって、行けるはず

なのに行けないっていうのは多々あると思うんです。 

こういう基礎的な問題をどうするか。特に外国人の場合ですと、来る３カ月

前から予定を組みたいっていうニーズがありますので、来たからといって、今

日はどうするかっていうものもあるんですけれども、見に行きたいものに関し

ては事前にインターネットで予約ができるようにするシステムがロンドンにあ

るんですけども、できるかどうかっていうのは、ちょっと伺いたいところです。 

【矢内委員】 

それは、できると思います。コストの問題だけですから。私どもはチケット

を毎日売ってるんですけれども、それはインターネットでの予約が全体の８割

を超えてきています。以前は電話で予約をするとかいうものも随分あったんで

すけれども、今は、もう８割はインターネットです。ですから、例えば、英語

もあれば、中国語もあれば、必要な言葉はたくさんあると思うんですけれども、

そういうことはコストの問題だけなんですよね。 

 

【アトキンソン委員】 

あれは会員にならないといけないんじゃなかったんでしたか。違いますか。

会員にならなくてもいいってことに関しては、どうなんですか。 

【矢内委員】 

会員になれば便利だけれども、ならなくても事前にクレジットカードなりで

銀行からお金を引き落とすということが必要になりますので、その場合はカー

ドの番号を入れることは必要になります。 
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【星野委員】 

それは、英語でできるんですか。 

【矢内委員】 

やれますよ。あとはコストパフォーマンスの問題だけです。 

【星野委員】 

もうできてるんですか。 

【矢内委員】 

いや、全部はできてませんが、一部やってますよ。例えば、相撲とかですね。 

【アトキンソン委員】 

もう一つ、あったんですけど、これとちょっと違いますけども、東京ですと、

いろんな博物館とかそういうものはどうなのかなって思います。例えば、武家

文化を勉強したい、侍ミュージアムだとか、ああいうものを、東京ですから、

武家はどうなのかっていうことを勉強したい、それを知りたいといった侍ミュ

ージアムがないんです。 

例えば、ずっと大昔から日本人の民族衣装がどういう形で、階級によって、

時代によって、どういうふうに変わったのかっていうことを面白いから見に行

きたいって、こういうミュージアムもないんです。聖徳太子から、あのチョン

マゲは外国人にとって衝撃的なものなんですけど、なぜああいうふうになった

のか、時代によってどういうふうに変わったのか、こういうミュージアムもあ

りません。 

せっかく東京ですから、いろんな劇場と一緒にああいうふうに侍ミュージア

ムだとか、イギリスに行けばヘアのミュージアムもあるんです、ヘアスタイル

ミュージアムだとか、こういうようなものが非常に集客力は高いなと思うんで

すけれども、それも一つ。 

【本保座長】 

他に。堀川さん。 

【堀川委員】 

先ほどの劇場の採算性、それから、澤田さんの言ったエンターテイメントの

集約、集積、ここの部分ですが、これは、海外のディベロッパー、または船を

つくるときも同じですが、ある程度のエンターテイメントは集積しないと、吸

引力、要するに集客力が期待できないですね。一番いい例がシンガポール、ラ

スベガスですが、開発業者は、まず、カジノをつくって、その横に、コンベン

ションセンターをつくるとか、あとは劇場、レストラン、並びにホテルをつく

る、そういったものが複合的に、集客力を高めるので、劇場単体だと確実にそ

この採算性が見合わず、閉めないといけなくなるので、すべてを統括して運営

を一体化するということで、多分、カジノの売上が総売上の 80 パーセントを
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占め、カジノの収益で逆に不採算部門を補っていくと、こういうような形をと

っています。逆に単体で考えないで、今まさに水辺を利用するとか、光を利用

するとか、あとはホテルもそこの中に入ってくるので、カジノを中心とした、

すべてを集積した施設をつくって開発していくというのも一つの手だと思いま

す。ただし運営は一体としてやります。 

【矢内委員】 

そうですね。５ページを見ていただきたいんですけど、一番下にラスベガス

が書いてあります。一番最後の行にその収益源について書いてます。ゲーミン

グ、カジノが 37 パーセントに対し、ノンゲーミング、つまり、様々なミュー

ジカルとか、いろんなショーがありますが、そっちが 63 パーセントで、もう

逆転しちゃってるんです、2014 年。これも、なかなかいいデータだと思うんで

す。 

【堀川委員】 

シンガポールあたりだと、まだ 80 とか、75 パーセント。あとマカオも、大

体８割がゲーミングから来てるお金なんですね。 

【范委員】 

大変活発な議論で、大変面白く聞かせていただいてるんですけども、こちら

の図表の中で国・地域別の訪日外国人旅行者の中で、先ほど触れられましたん

ですが、アジアからの旅行者が全体の 83 パーセントで、その中で、とりわけ

中国、韓国とかは、それぞれ 25 パーセントから 20 パーセント、要するに約半

分を占めております。 

2014 年以降、実は中国はアメリカとか、ドイツとかイギリスを超えて、統計

上、世界最大の国際旅行、アウトバウンドの消費大国に上り詰めておりまして、

大変著しい変化がこの２、３年訪れております。 

今、中国政府の公式統計で見てみると、中国の海外旅行者の規模が年率で平

均大体 15 パーセントから 16 パーセントぐらいの水準の対前年同期比で、伸び

率を毎年毎年上げてきてるんですね。毎年増大の一途をたどっておりまして、

大体１億 2,000 万人ぐらいの人口が海外旅行に行ってると、こういうような海

外旅行の大国になってるんですね。 

連続３年の大幅増を見せてきているのが、今、中国だけなんです、世界中ど

こを見ても。特に 2014 年度、中国大陸の海外旅行者のアウトバウンドの消費

の支出額を見てみますと、全体的な消費支出額は、日本円は、もっとしますけ

ども、人民元だけの計算ですと、３兆 1,000 万人民元だったんですね。それぐ

らい大体、今の為替レートだと大体 16.8 円ぐらいですか、１元がですね、それ

ぐらいで、相当の金額になってるんです。それが、例えば、８年前の数字と比

べてみたら、2008 年、2008 年度の水準は、まだ全体的な消費支出額が 409 億



 

32 

 

米ドルだったんですね。現在では、おおよそ 5,000 億米ドルになっている。わ

ずか８年で 10 倍以上の急増ぶりを見せてきてるわけです。 

つまり、中国の海外旅行客の支出、消費の支出分が全額、全体的に見ると、

すでにインドネシアとか、あるいはトルコなどの国、まだアジアの発展途上な

んですけど、そちらの中規模の、ミドルの国と、大体、家庭消費支出に匹敵す

るぐらいの規模にはなっております。中国政府の中で、旅行で海外から帰って

きた人に対して、いろいろ、もちろんアンケートもとっております。大体 90

パーセントぐらいの海外の旅行者、海外の旅行、アウトバウンドで、もちろん

買い物したりとか、旅行レジャーしたりとか、ゴルフしたりする人もいるんで

すけども、大体、時間の割り当てですね。時間配分、大体、皆さん答える方は、

50 パーセントから 60 パーセントの時間は買い物に走り回ってると、ショッピ

ングに忙しくて、特に東京都に来てみると、とにかく何でも買いたい、手当た

り次第、ドラッグストアとか、時計とか、うちの弟もしてた 400 万円のすごい

高い時計を買ったりとか、化粧品とか、美容品とか電化製品ですね、先ほど滝

会長が示されたような電化製品とかいろんなものを買いまくってる、「爆買い」

という言葉が日本では流行語になってるぐらい、それでこんなに時間を使って

て、大体、ホテルに戻ってくるのは夜中の 11 時ぐらいになる。そういうよう

な消費パターンが示されてるんですね。消費パターンが大体、中国人の観光客

はほとんど買い物に相当時間とエネルギーをつぎ込んでるという実態がよくわ

かるんです。それであっても現時点で中国政府の統計では、それでも１億 2,000

万人の旅行客が海外に観光で殺到している中で、わずか、まだ旅券の発給の数

が、まだ中国全体の一般市民の間に、14 億の中でわずか 5.8 パーセントにすぎ

ない。要するに、まだ６パーセント未満という数字が示されているんですね。 

そうすると、今度、東京都の観光産業をどうするかということで、私的には、

もちろん、先ほど、星野代表と、滝会長、矢内社長、いろんなご指摘をされた、

マクロ的な視点で、東京都を大きなメガシテイーにすると、日本観光のメガと

して機能をしてもらうというのが大きなマクロ的な視点の上に、もう一つ、例

えば、2020 年、東京オリンピックを視野に入れて、あるいは 2030 年まで、ひ

いては 2050 年まで、中長期的な戦略的なビジョンを考えたときに、もう一つ

視点的に忘れたところがあるかと思います。人の育成ですね、人材をどうする

か。例えば、中国とか、韓国とか、香港とか、マカオとかアジア周辺の近隣諸

国では、上海の場合では、観光専門の専門学校、それと、観光専門の３年制の

大学、文系の大学ですね、それだけでも３校あります。じゃあ、東京都の中に

は観光専門の、国際観光の、育成する専門の学科とか、学部はありますかとい

うと、なかなかそれはちょっと欠けてるように見えるんですね。だから、長期

的に考えるとソフトとハードウエアを整備しなくてはいけませんけれども、劇
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場とかホールももちろんそうですが、交通機関もハードウエア、箱ものとして

知事がおっしゃっておられた、この箱ものを充実していく以外には、どうして

も日本文化の一番したたかなところ、特にソフトウェアの部分、専門的な即戦

力のある人材が求められています。 

先ほど、外国の方の委員がご指摘されたように、英語にちゃんと対応できる

ってこと、中国語をちゃんと対応できてるとか、そういう国際感覚の豊かな、

しかも経営センスとか、戦略的なマネジメントのセンスを持ってるような、即

戦力のある日本人の人材を早急に育成しなくてはならないのではないかという

ことで、こちらの人材育成のプログラムも全体的にアクションプランの中に挿

入していただけると非常によろしいのではないかと思うんですね。これが一つ

の大きな一つの提案です。 

もう一つの提案は、もはや、これだけの中国人がいっぱい日本に来ていて、

だんだん深みに入ってきてる、新しいステージに上がってきておりまして、た

だ単なる電化製品とか、ウォシュレットを買って帰るとか、電気釜を買って帰

るとか、それだけでは満足しきれないので、日本文化に触れたいと。おっしゃ

ってるとおり、例えば、名古屋では明治文化村、京都では太秦映画村とかあり

ますね。東京では江戸村があってもいいぐらいですね。そういったように異文

化体験で日本の古き良き伝統文化に触れたい。あるいは能とか、狂言とか、歌

舞伎とか、そういった古典的な日本の文化に触れてみたい、異文化体験のツア

ーが非常にこれから注目されてくるのではないかと思います。 

もう一つは、アジアでご存じのように、特に中国とか近隣諸国でもそうです

けども、今、PM2.5 の問題が大変深刻になっておりまして、大気汚染とか、あ

とは食品の中でいろいろな食品問題が大変多発しておりまして、それで、中国

一人っ子政策は、まだ続いておりまして、自分の家族の食べ物が心配だと、あ

るいは吸ってる空気が心配だと、飲んでる水が心配だということで、じゃあ、

一番近場で、一番安全で、安心できる、食品の品質が非常に高い、環境的にも

非常に恵まれてる、国際的な文化色も非常に豊かな東京に着目してもらう絶大

なチャンスがここに訪れていると思いますね。 

その中でメディカルツアー、要するに健康診断をここで受けたいとか、がん

検査を受けたいとか、遺伝子治療をやりたいとか、そういったいろんな高脂血

症病とか、いろんなものを日本で、命の洗濯ではありませんけど、治療を受け

たいと、そういったもののニーズも出てくると思いますので、その辺で、ます

ます、これから多様化された、あるいは独創性のある個性を持ってるような滞

在型のレジャーが東京に求めてくる、そういう時代が生まれてきますね。そう

いったものを念頭に置いて来日観光の消費パターンが、どんどんエスカレート

して高度化していく、そういうような傾向をもう少し調査、緻密な調査、精度
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の高いマーケティング調査が必要になってくるのではないかと思うんですね。 

もう一つは、MICE の話なんですけれども、観光とビジネスの関連なんです

が、こちらの方も、東京 23 区の中で、もちろん機能は充実しているかと思い

ますが、まだまだ多摩地区の方には全然、ほとんどできていないと。この辺で

も、やっぱり急きょ展開してほしいものですね。 

それから、もう一つは国際観光都市博覧会みたいなもの、例えば、上海とか

北京で、しょっちゅう招致しされているんですが、こちらでも、ちょっと東京

で大きな、ビッグイベントとして開催するものとして、大きな目玉になれるの

ではないかと思うんですね。 

とにかくもう少し国際的な産業が育っている中で、東京都は、やっぱりアジ

アのいろいろな都市と比べて、特にホールとか劇場のハードウエア面で、まだ

足りないところはありますので、もう少し危機意識をもってもらう必要はある

と。 

もう一つ、東京に来てもらって、こういうところが東京観光の醍醐味だ、あ

るいは魅力だというものを、東京ブランドというものの中味をもう少し充実し

てやってほしいと。 

もう一つは、３点目ですけれども、先ほど繰り返して申し上げましたが、観

光とか旅行産業の専門も人材を育成するためのカレッジとか、あるいは大学と

か専門学校をもう少し充実してもらいたいところではございます。 

はい、では、とりあえず終わります。 

【本保座長】 

はい、どうもありがとうございました。中国の実態を踏まえた具体的な提案

をたくさんいただきまして、ありがとうございます。アクションプログラムの

中にはアクセシブルツーリズムなど、もうちょっと幅広い視点での観光への取

組も書かれているんですが、成田さん、この辺も含めて、いかがでしょうか。 

【成田委員】 

二つのプレゼンを聞きながら、わくわく楽しく見させていただいたんですけ

れども、今日は交通機関ということで、車いすの私から言えることをお話しさ

せていただきます。 

まだＪＲにしても銀座線にしてもエレベーターのない駅っていうのが残念なが

らあるんですね。今度もし機会がありましたら、ぜひ都知事の方から聞いてい

ただきたいんですけれども、今、私がメモした中で、まだエレベーターが完全

でない駅というのが板橋、御茶ノ水、神楽坂、あと、銀座線の稲荷町です。 

まず、そこから始めていかないと。障害を持つ人たち、2020 年パラリンピッ

クもそうですし、障害を持つ人たちが日本に来たときに、まず電車にスムーズ

に乗りたいというところから始まると思います。 
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あとは、電車の車両によって車いすのスペースの場所が違うんですね。車い

す用のスペースが一番後ろだったなと思って待っていると、後ろから２番目の

車両だったっていうことで慌てて戻ってきたりとか、何か車両によって、その

場所が車いす用、ベビーカー用のスペースが違うというのも、ちょっとスムー

ズじゃないなって。せっかくつくってあるのに、車両によって違うということ

は統一してもらいたいなと感じていることでもあります。 

私がよく使う小田急線は、エレベーターはあるんですけれども、残念ながら

小さすぎてベビーカー１台、車いすが乗ったら、もう乗れないという状況です。

じゃあ、新宿駅では、エスカレーターがあるかというと、残念ながらエスカレ

ーターがないんですね。なので、新宿の駅が改修されるのかどうか、改修され

るのであれば、もっと大きなエレベーターをつくってほしいですし、エスカレ

ーターもつくってもらいたいというのが要望でもあります。 

あとは、羽田空港を使ってたくさんの方が来ると思うんですけれども、今は、

リムジンバスが多方面に、いろんな地域に発車していて、便利なんですけれど

も、あのリムジンバスに、はたしてこれからスロープ付きのバスができるかど

うか。 

この間、六本木から渋谷まで都営バスに乗ったんですけど、ちゃんと運転手

さんがスロープを出してきてくれて、また、周りに乗っていたお客さんたちも

ニコニコしながら、私が乗り降りするのを待っててくれて、ほっとしたのはあ

るんですけれども、日本人がはたしてバスに乗る際に、時間のかかる障害を持

っているお客さんを黙って待っていてくれるのか、何かそれもすごく怖いです

ね。お客さんが乗っていなければ、「ああ、よかった」って思ったり、お客さん

が乗っていると、お客さんの反応を見ながら私は乗らなくてはいけないという、

そういうところの部分の教育というのも、これから必要になってくるんじゃな

いのかなとは思います。 

そして、タクシー乗り場でも屋根があるかないかで、雨の日の行動って大き

く変わってくるのも現実です。この間、雨が降ったときに、屋根付きのタクシ

ー乗り場ってどこにあるんだっけっていうのをマネージャーと探して、ちょっ

と遠くはなったんですけど、結果的に四谷の駅までタクシーに乗って、そこか

ら自宅に戻ったんですね。本当は、もっと近場にあったんですけれども、もう

大雨だったので、濡れてしまうので、それであえて遠くまで行って、四谷の屋

根付きのタクシー乗り場まで行ったということがありました。もうそういう交

通機関の問題というのが多々あって問題山積なので、そういうところも含めて

観光客が来てもらえるようなことを整えていかないといけないと思いますので、

そういうところでも変えていくのに、お力を貸していただきたいと思うので、

よろしくお願いします。以上です。 
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【本保座長】 

今の成田さんのご発言に加えて私からもちょっとコメントをしたいんですが、

パラリンピックがあるということで、政府でも 2020 年を踏まえてユニバーサ

ルツーリズムの総合的なプランをつくろうとしてるんですね。 

今回の東京都のアクションプログラムの全体を見てると少しその辺が弱いな

あと。東京がホストシティでありますので、2020 年にパラリンピックを含めて

多くのお客さんをお迎えしたときに、東京がどういうふうに見られるかという

ことは非常に大事なポイントになるんで、もうちょっと踏み込んだ視点、それ

も言葉としてもアクセシブルツーリズムということで、いわゆる身体障碍者だ

けじゃなくて、様々なハンディキャップ、難しさを持った方々に対して、皆さ

んが行動しやすい、あるいは観光しやすい状態をつくっていくという観念が入

ってので、ちょっと膨らます必要があるんじゃないかと私自身も思っていると

ころです。 

【矢内委員】 

ちょっと最後いいですか。すいません、追加で、ずいぶん今日いろいろとお

話をお伺いして、劇場経営についてもいろんな議論が出たんで、一つだけ追加

でお話ししておきます。 

実は、一般社団法人チームスマイルというボランティアの団体がありまして、

震災復興のために劇場を四つつくりました。これはビジネスとして始めたわけ

では、もちろんありませんが、しかし、経済性が回っていかないことには継続

できないんで、これをどうやっていくかということが最大のテーマでした。い

わきが、200 人のキャパ、釜石が 150 人、こんなちっちゃい劇場を新しくつく

っても、これは赤字なんですね、初めから。その部分をどうやってカバーする

か。東京に 3,100 人入る劇場を豊洲につくりました。これが収益を上げて赤字

の 2 劇場を補填する。仙台は 1,200 人なんで、大体トントンで回ります。四つ

の劇場をトータルで経済性を回すということをやって非常にいい形で運営でき

ております。 

そこで我々が学んだことは、やっぱりある種のノウハウと経験が大事だとい

うことです。先ほども経済性がよろしくなくて閉鎖に追い込まれた劇場がたく

さんありますという話がある一方で、私たちの経験からすれば、やっぱり人気

コンテンツをどうやって安定供給していくことができるのかということであっ

たり、あるいはコストをどうやって抑えるのかということであったり、が大事

です。これに官民一体となって進められる手法が加わっていけば、実現性は非

常に高いと私は思います。 

【星野委員】 

すいません、過去２回の議論を踏まえて、それから、今日の皆さんからのい
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ろんなお話をお聞きして、東京の場合は日本観光のリーダーとしての自覚って、

すごく大事だなと改めて思いました。 

ちょっと議論のために極端な意見なんですけれども、今日、皆さんの中にそ

れぞれやった方がいいものと、やめた方がいいものがあるんじゃないかなと思

いました。例えば、観光の学校をつくれとか、劇場を何とかしようとか、買い

物を促進しようとか、MICEをやろうとか、日本の歴史をしっかりと案内しよう

と、ミュージアムをつくると、これらは、日本の地方でもできるんですね。私

は東京で、あえてやる必要はないんじゃないかと、あえてここで提言したい。

逆に東京でやるべきことっていうのは、その日本の観光のリーダーとしての基

礎なんですよね。 

例えば、交通がわかりにくいのをよくしようと。澤田さんがおっしゃってた

AR っていうんですか。私はこういうのは東京が真っ先にやるべきだと思うん

ですね。そうすると日本の地方が付いてくる。 

それから、英語表示。アトキンソンさんが言っていたやつですね。それから、

伝統芸能を 30 分のバージョンをしようと、これはいいと思うんですよ。そう

すると、日本の地方にまた波及してく。エスカレーターのない駅、しっかりデ

ータをとるとか、屋根付きのタクシー乗り場とか最先端の自動運転、こういう

のがね、私は東京じゃないと投資できない内容だと思うんですよね。 

日本の観光の本当の基礎というところをしっかり東京にはやってほしくて、

地方にもできる、京都にもできる、北海道にも九州にもできるじゃないかって

ものは、あえてね、東京は手を出さないというぐらいの戦略性を持つことが、

私は日本観光のリーダーとしての東京の自覚とあるべきじゃないかなっていう

ふうに、ちょっと感じました。 

【本保座長】 

ありがとうございます。独り勝ちじゃないという中で、どうしたら東京がリ

ーダーシップをきちっと取れるかということでの戦略的なご意見だと思います。

様々なご意見をいただいてまいりまして、そろそろ時間になりましたので、ま

だまだ議論を続けたいところですが、今日の議論と意見交換は恐縮ですが、こ

こで終わりにさせていただきたいと思います。 

次回のテーマにつきましては、本日の議論を踏まえまして、私と事務局で候

補案をつくって、また知事にお諮りをしたいと思いますが、先ほど知事とも、

ちょっと文化ということで切り口を変えて議論することも一つかなとなんてこ

とをお話ししておりましたが、それも含めて整理をして、そのうえで決めてま

いりたいと思います。 

【舛添知事】 

はい、ありがとうございました。大変いい議論ができたと思っています。や
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らんでいいこともあるじゃないかと、さっき星野さんがおっしゃったんですけ

ど、ちょっと手短に感想を述べさせていただきます。 

成田さんがおっしゃったことはね、これはきちんとやらんといかんと思うの

は、せっかくパラリンピックやるんですから、レガシーが残らないといけない。

それで、例えば、新宿駅なんかでサインを統一すると、表示を統一するという

ことをやっているんですけど、その車両で乗る場所が違うという、車いすの、

こういうのをやっぱり基準の統一っていうのをきちんとやってみないといけな

いんで、今日、成田さんから提起された問題は、建設局、交通局とかですね、

都市整備とかと関連のところとちょっと図って、まず調査をしてみることが必

要だと思ってます。 

それで先般ニューヨークに行って、私はニューヨークの視察の成果として、

もうすでに公に申し上げたんですけど、ブロードウエイをつくろうと。ウエス

トエンド、ブロードウエイ、じゃあ、アジアはどこだと。下手したら上海にと

られると。こっちを先にやろうということで、やっぱり集積の効果なんですよ

ね、それをどうやってやるか。いろいろ、ニューヨークで議論したんですけど、

「キャッツ」もいいんだけど、しかし常に 20 パーセントのクレジットを向こ

うに払っていると。だから、逆にその 20 パーセントを我々が取るようになれ

ば、何もしなくてもペイするという部分が２割ですから、あるんで、ちょっと

そういう意味でのソフトの開発も必要かなあというふうに思っています。 

それで先ほどの星野さんのご発言でいうと、観光学部っていうのはどうかな

っていうのがですね、范さんはおっしゃって、アメリカではコーネル大学にあ

ります。あそこへ勉強に行っている人が、その学部のね、学部のあれが、私の

ベッドまできれいにしてくれる、ベッドメイキングしてくれるところがあるん

で、そうすると、例えば、北海道に観光学校があっていいような気もするんで

すね。だから、そういうことも含めて考えないといけないんですが。 

それから、やっぱりネイティブ・チェックを含めて、私も必ず海外に行くと

きは、全部ネイティブ・チェックをしてやってるんで、それで、もう身近なと

ころなんですけれども、すぐ直させたんですけど、都議会前（tokigaemae）と

か、国会議事堂前(Kokkaigijidoumae)ってローマ字で書いているのが、何のこ

とかわかんないから、ナショナルアセンブリーの前だと書き直して、それをい

ま一生懸命やってるんですけども。 

デルマスさんがおっしゃったように、英語は少し共通で使えるようにならな

いといけないなというようなことを思っています。 

交通についてですね、私はあらゆる交通機関で、いつも言うんですけど、や

っぱり船、船というか水の交通を。例えば、イギリスだったら通勤の手段に使

うと。通勤の手段に使えるし、パスモとかスイカが船にも使えるようにするの
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は簡単だと思うので、こういうところからやっていきたいなと。 

だから、オリンピック、パラリンピックをやったあと、これだけ変わったよ

っていう形でやらないといけないんで、アクションプログラムの素案も、いま

のユニバーサルのアクセスビリティとかいうような項目を一つ増やすとかいう

こともちょっと考えたいと思います。 

まだまだ感想を含めて議論したいこともありますけど、先ほど座長がおっし

ゃったように、ちょっと、やっぱり発信力が足りないんですね。それを非常に

感じてるんで、その点どうするかも、また皆さんと議論したいと思いますので、

今日は本当に長い時間、ありがとうございました。 

 

【本保座長】 

どうもありがとうございました。それでは、事務局にお返しいたしますので、

連絡事項等ありましたら、よろしくお願いいたします。 

【坂本観光部長】 

長い時間、ありがとうございました。次回第３回目の会議につきましては、

現在のところ７月の開催を予定してございます。別途、皆さま方に日程などの

調整をさせていただいた上で、また正式にご連絡いただければと思っておりま

す。 

また、本日委員の皆さま方にご提案をいただきました意見、さらには議論を

踏まえまして、本日のアクションプログラムの素案でございますが、これをと

りまとめに入ろうと思っておりまして、さらにそのあと 11 月を目途に、この

アクションプログラムの、今度は中間のまとめと、こちらの方を策定する作業

の方にも、引き続き入っていきたいと考えているところでございます。事務局

からの連絡事項は以上でございます。 

（終了） 


